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３ 要 旨 

  近年、遊休農地の増加が問題となっている。そこで、会津地域における畑地の景観美化を目的とした緑

肥作物の導入を検討した。 

(1) 初期生育の旺盛な作物ほど雑草の発生を抑制する傾向が認められた。供試した作物の中では、キカラ

シ、アンジェリア、ソバ、ナタネは、初期生育が旺盛で、草丈も高くなることから、雑草抑制効果が高かった。

また、これらの作物は花がきれいで、畑に作付けした時に見映えがすることから、景観緑肥作物として適し

ていると考えられる。 

(2) 播種適期は、キカラシ、アンジェリア、ソバが５月上旬、ナタネが９月下旬頃である。 

(3) ソバ、ナタネは雑草化することが予想されることから、翌年別の作物を作付けする場合には、ソバ、ナタ

ネの成熟期前にすき込み、雑草化を防ぐ必要がある。


